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Ⅰ．はじめに














































Practical study of programming education for children
 with intellectual disabilities by using toy robots

















































































検査・尺度 観点 結果 検査・尺度 観点 結果 備考
田中ビネー知能検査 IQ 71 CAB 認知能力伸長検査 目と手の協応能力 5 （9 点満点）
MA 5:6 パターン認知力 9 （12 点満点）
S-M 社会生活能力 SA 5:6 記憶力 15 （18 点満点）
身辺 5:1 移動変換力 9 （12 点満点）
移動 7:0 心的回転力 0 （15 点満点）
作業 6:1 心的回転検査（イメージ） 5 （10 点満点）
意思 6:0 心的回転検査（進行方向） 上向き 7 （9 点満点）
集団 5:6 右向き 7 （10 点満点）
自己統制 4:5 左向き 6 （10 点満点）
CSA 支援度 学習 82 下向き 0 （10 点満点）
（パーセンタイル） 行動 91
運動 90
表 1　検査等にみるA児の実態（2019 年 4月時）
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2．実施期間・教師の役割など





なるよう、学年を基本に構成しており、1 ～ 4 年生の学
年毎の 4 チーム、5 年生 2 名のチーム（A 児のチーム）、













































































ベル 1 ～ 2 は使える命令が「前進」2 個、「右折」・「左折」
が各 1 個となっており、最大で 4 つまでの命令の組み合
わせとした。レベル 3 ～ 4 は命令の組み合わせの最大数
は 4 つのままだが、「右折」・「左折」の命令の数が各 2
個になり、同じ方向への命令が 2 連続の組み合わせの課








































レベル 1 ①前進 ②右折 ③左折 ④前進・前進
⑤右折・前進 ⑥左折・前進 ⑦前進・右折 ⑧前進・左折
⑨前進・前進・右折 ⑩前進・前進・左折 ⑪前進・右折・前進 ⑫前進・左折・前進
レベル 2 ①右折・左折 ②左折・前進・右折 ③前進・右折・左折 ④前進・左折・右折
⑤前進・前進・右折・左折 ⑥右折・前進・左折・前進 ⑦左折・前進・右折・前進
レベル 3 ①左折・左折 ②右折・右折 ③右折・左折・左折 ④左折・左折・右折
⑤右折・前進・右折 ⑥前進・左折・左折
レベル 4 ①左折・前進・右折・右折 ②前進・右折・右折・左折 ③右折・右折・左折・前進 ④左折・左折・右折・右折
⑤前進・左折・左折・右折 ⑥前進・前進・左折・左折
レベル 5 ①右折・左折・左折・右折 ②右折・前進・左折・左折・前進 ③前進・右折・右折 ④左折・右折・前進・右折
⑤左折・右折・右折・前進 ⑥前進・左折・右折・右折・左折
表 2　課題のレベルと正答となる命令の組み合わせ
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2．2回目の授業の様子















3 回目の授業では、最初に A 児が作戦ボードを持ち、
5 問目に取り掛かった。A 児が命令カードを貼り付け、
B 児に命令を伝え、正しくピラーを組み立てて目的地に











4 回目の授業では、レベル 2 の課題に取り組んだ。1
問目の命令の組み合わせは B 児が「前進・左折」を考え、















求した。T1 は A 児に B 児と相談するよう促した。B 児
は「一回考え直そう。」と全てのピラーを外し、スター
トから先ほどのピラーの動きを真似して「通り過ぎたよ
ね。」と A 児に話した。それを見た A 児は「それじゃあ、
真っ直ぐを 1 つにする。」と話した。B 児はそれを聞き、
真っ直ぐ・右折・左折の命令カードを貼って A 児に提
示し、A 児はピラーを組み立てた。ピラーが目的地に
届くと A 児は「さすが B 君。」と喜んだ。その後の問題
も数回の試行で課題を解決していき、レベル 2 の 7 問目
まで課題を解決した。命令の組み合わせは B 児を中心
に考えており、A 児は B 児が話した命令の組み合わせ
に要所要所で自分の考えを伝えていた。
5．5回目の授業の様子
5 回目の授業では、レベル 3 の課題に取り組んだ。始



























6 回目の授業は、B 児が欠席したため、T7 と活動を行っ
た。なお、T7 は命令の組み合わせを言わず、B 児が困っ






ツポーズをしてみせた。そして、次にレベル 4 の 1 問目























た。A 児は特に悔しがる様子もなく、笑顔で T7 とピラー









7 回目の授業は、B 児が復帰した。課題はレベル 4 の
3 問目から始まった。A 児はすぐにスタート地点に立ち、





折・右折・左折ではないかと A 児に話した。そこで A
児はピラーを右折・右折・左折で組み立て、動かすこと
にした。ピラーを動かすと目的地の手前で止まってしま






























向に目的地には届かないため、A 児は T1 に「分かんな
いよ。教えてよ。」と大きな声で伝えた。そこで T1 は 1
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指すのはどうかと A 児に提案した。A 児は B 児の話を
聞いて考えていると、B 児は作戦ボードを提示し、課題
シートに指をさしてピラーの進むルートの案を伝えた。

























ロボット役に B 児がなり、A 児が命令を出すことになっ
た。B 児は命令一つ一つをゆっくりと確認しながら歩き、
























は 5 点→ 7 点に向上した。パターン認知力は 9 点→ 10
点に向上した。記憶力は 15 点→ 18 点に向上した。移動
変換力は 9 点→ 7 点に減少した。心的回転力は 0 点のま
まであった。次に、心的回転検査（イメージ）は 5 点か
ら 8 点に向上した。心的回転検査（進行方向）は上方向
が 7 点→ 9 点、右方向が 7 点→ 9 点、左方向が 6 点→ 8
点に向上した。下方向は 0 点のままであった。心的回転
検査（イメージ）と心的回転検査（進行方向）の正答率
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http://www.soumu.go.jp/programming/
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